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1 は じ め に

福島県浜通り地域で普及がはかられている乾田直播栽培

は,出芽期まで畑状態で栽培され,漏水も多いため移植栽

培に比べて初期生育が不足 しやすい傾向にある。また,出

芽のばらつきによる生育の不揃いが引き起こす収量と品質

への悪影響を防ぐため,苗立ち数を多くし,分げつを抑え

た栽培がなされている。この様な生育の特徴が水稲の登熟

特性に及ぼす影響について,登熟期間中の乾物生産と登熟

の進度を示す籾黄化率の推移から比較検討した。

2試 験 方 法

0)試験年次 :1998年～1999年

2)試験場所 :福島県農業試験場相馬支場

0)供試品種 :「ひとめばれJ,「 コシヒカリJ

に)耕種概要

1)移  植 1移植日 1998年 5月 11日 ,1999年 5月

10日 ,栽植密度30× 14cl(238株 /1i)で 4本植,施肥量

(N成分),基肥「ひとめばれ」0 6kg/a,「 コシヒカリJ

03聴/a,追肥0 2kg/a

2)乾田直播 :播種日 1998年 4月 22日 ,1999年 4月

21日 ,播種量0 8kg/a,条 FE130m,乾田土中条播鎮圧方式 ,

施肥量 (N成分)基肥0 3kg/a,追 肥 (入水時0 6kg/a,

つなぎ肥0 2kg/a,穂 胆D2セ/a)
15)籾黄化率の調査方法

調査用試料として,移植では 1株 ,乾田直播では各条の

15m間の穂を出穂後15日 目以降,5日 間隔で採取 した。籾

黄化率は,黄化籾数を肉眼で計測し,全籾数あたりの比率

として示した。

3 試験結果及び考察

(1)登熟期間中の乾物生産

2ケ年の生育と収量を表 1に示した。98年 は台風により

いずれの区も倒伏した。特に乾田直播の「コシヒカリ」は

出穂後約20日 で倒伏 したため影響が大きく,収量は著 しく

低下 した。99年は生育期間中高温で推移し,出穂後も天候

に恵まれた。そのため,乾田直播も移植並かそれ以上の収

量であった。

表 2に出穂期から成熟期における乾物重の収支を示した。

出穂期の乾物重は品種と栽培年次が同じであれば,移植が

乾田直播に比べ,全乾物重 (Wl),茎葉重 (WSl)と も高

い値を示 したが,98年の「ひとめばれ」では,ほぼ同等で

あった。成熟期と出穂期の全乾物重の差 (/W)は移植よ

り乾田直播が大きく,登熟期間中の乾物生産は乾田直播が

盛んであった。一方,登熟期間中の茎葉重減少量 (ZWS)
は乾田直播の方が少なく,穂重増加量 (/WE)に 占める

茎葉重減少量の絶対値 (1/WS )の 割合は,乾 田直播

の方が低 くなった。

このことから,乾田直播は出穂期までに稲体に蓄積され

る炭水化物の量が少なく,移植栽培よりも出穂後に生産さ

れた炭水化物に収量が依存する程度は高いと考えられた。
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表 1 生育・収量 (L段 1998年 下段1999年 )

区  名    出穂期  成熟期 倒伏指数  総重  精玄米重 屑米重  nl籾数 登熟歩合 玄 米
千粒重

(月 日) (月 日) (0～400)(kg/a)(kg/a)(kg/a)(× 100粒) (%)  (g)
移植ひとめばれ    8 7    918    300    1442    517     68    856    689    211
乾直ひとめばれ   818  107 290      141 5     459

移植コシヒカリ   818  108   300 1368     492
1398     268乾直コンヒカリ   827  1014

移植ひとめばれ   82   98
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150      1560     562
40      1572     609
350      1773     573

589      224
702      21 8

643      199
759      21 2

852      234
769     219
81 3      237

811
810
815

924
920

62
30
71
39927      110      1639     567

９４

５９

０５

-39-



東 北 農 業 研 究 第 54号  (2001)

表 2 登熟期乾物重収支 (上段1998年 下段1999年 )

Wl     WSl     W,    WS2    ZW    ∠WS    ∠WE
移植ひとめばれ    763    655    1249    589    486    -66    552
乾直ひとめばれ    761     645    1312    620 551     -25     576

410      -124      534移植コンヒカリ    856 748        1266         624

乾直コンヒカリ    781    671    1256    652    475    -19    494
移植ひとめばれ   1083    924    1467    733    384    -191    575
乾直ひとめばれ    877 753        1456         655

移植コシヒカリ    1129    981    1528    771
乾直コシヒカリ    857    726    1297

579         - 98        677

399         -210        609

440         -124        564

注 Wl;出穂期全乾物重 WSl,出穂期茎葉重 W2;成熟期全乾物重 WS2,成熟期茎葉重
ИWiW2-Wl:全 乾物重増加量 /WS,WS2-WSl:茎 葉重減少量 ZWEI ZIW十 lzlWS :穂 重増加量
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図 1 出穂後の積算気温と籾黄化率の推移
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(左図1998年 右図1999年 )

② 籾黄化率の推移

各試験区,2ケ年の出穂期,成熟期を (表 1)をみると
,

品種が同じ場合,出穂期は乾田直播の方が遅くなった。ま

た,出穂から成熟までの日数は98年「コンヒカリ」を除き
,

年次間差があるものの乾田直播の方が長かった。

しかし,出穂後の積算気温と籾黄化率の推移をみると

(図 1),籾黄化率が80%を越える積算気温は,98年 で900

～1050℃ ,99年では約900℃ となった。栽培年が同 じであ

れば,品種と栽培様式が異なっても成熟期に至るまでの積

算気温に大きな差はなかった。

乾田直播栽培では出穂期までに稲体内に蓄積される炭水

化物の量が少ないので,移植栽培に比べて収量は登熟期間

中の乾物生産に依存 している。そのため,収量は出穂後の

天候に左右されやすいと考えられた。

また,栽培様式を移植から乾田直播に変更しても,登熟

は同様に進み,成熟期に至るまでの積算気温に大きな差が

ないことが明らかになった。

よって,乾田直播栽培水稲の安定性生産の場合も,過剰

生育にならない範囲で出穂期までに炭水化物を充分蓄積さ

せ,出穂後の光合成能力を高く維持する必要がある。
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